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論　　文　　の　　要　　旨

　ここで扱う位相空問はすべて完全正則丁エ空問なので，これを単に空問とよぶことにする。

　与えられた空間Xに対して，それを欄密に含むようなコンパクト空間YはXのコンパクト化とよ

ばれ。その研究は位相空問論における重要な課題の一つである。空間Xのコンパクト化のうちで最

も重要なものがSt㎝e－Cechコンパク．ト化で、βXであらわされる。コンパクトの一般化として言五948

年にEl　Hewittによって導入された実コンパクトという概念は，コンパクトにおとらず重要なもの

でヨしかも両者は類似した性質を多くもっている。必然的にコンパクト化に対応して実コンパクト

化が考えられヨそのうちで最も重要なものがHewitt実コンパクト化である。これはひXであらわさ

れ，βXに対応するものである。例えば，空問X上の実数値有界連続関数がいつでもβX上まで遵続

に拡張されるのに対しヨX上の実数値連続関数は常にμXまで達続に拡張される。

　1959年にI．G1icksbergは積空聞のStone－Cechコンパクト化に関してヨつぎの重要な結果を得た。

「XヨYが無限個の点よりなる2つの空間ならば，等式β（X　X　Y）＝βX　XβYが成り立つためにはラ

積空間X　x　YがPseud㏄ompactになることが必要十分である。」当然Hewitt実コンパクト化につい

ても事同じく簡潔な結果が得られるであろうと予想された。ところが予想に反して、この問題「等

式ひ（X×Y）二ひX×ひYが成り立つための必要十分条件は何かP」はそれ程単純なものではなくヨ極

めて困難な奥深い問題であることがわかってきた。実際，積空間X×Yの位相的性質によるだけの

G1icksberg流の解決は不可能であることもM．Husekによって示されている。
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　本論文で取り上げた主題はまさにラこの問題の解明である。1968年。W．W．Comfo州まこの問題

の解明の一つの糸口ともおもえる注目すべき結果を得た。すなわちラ「空問Xが局所コンパクト、実

コンパクトかつ非可測濃度（non－meas岨ab1e　c蹴dha王）をもつならば，任意の空問Yに対して雪ひ

（X　x　Y）＝μX　xひYが成り立つ。」

　著者は本論文でヨまずこのCo㎜fortの結果の逆が成り立つことを証明してラ任意の空問Yに対し

てヨμ（X　x　Y）＝μX　xμYが成立するような空聞Xを特徴づけることに成功した。これに止まらずヨ

著者はさらにつぎのような構想を立てた。いまPを位相的」性質とする。この性質Pをもつすべての

空問Yに対してヨソ（X×Y）＝ひX×μYを成立させるような空問Xをすべて集めて，これをR（P）で

あらわす。種々の位相的性質Pに対して冒このR（P）が特徴づけられるならばラこの難解な問題も

ある程度解明されるであろうと。実際ヨ本論文でかなり多くの位相的性質Pに対するR（P）が解明

されてヨこの着想は成果があった。最後に，その主なものを列挙する。

亙．R二R（metaco卿［Pact）＝R（sびbparaco㎜1pact）＝〔thec1assof玉oca1豆ycompact，rea｝compact

spaces　w虻h　non・㎜eas岨ab王e　c班di孤aヱ〕．

2．R（k）＝R（1oca豆1y　co㎜pact）＝R（Moore）＝　〔the　c1ass　of1oc孕11y　compact　spaces　w量th

non－measuζab王e　cardina王〕　．

3．R（㎜etrizab玉e）＝　〔曲e　c1ass　of　weak　cb＊一spaces　w至th皿o独・伽eas岨ab1e　cardi烈aヱ〕．

4．R（玉oca王玉y　compact，㎞etrizab亙e）＝〔the　c1ass　o圭spaces　w量th　non－meas岨ab1e　c班di鵬｝〕．

審　　査　　の　　要　　旨

　2つの空問XヨYの積空問X　x　YのHewitt実コンパクト化を考察するにあたっては事ひ（X×Y）と

ひX×ソYが一致すか否かを判定することが決定的である。一般にはラこの両者は一致しない。そこ

でヨどのような条件の下で両者は一致するかヨより厳密には害この両者が一致するための必要十分

条件は何かヨが問題になる。前述のように言この問題は極めて難解でラHeWitt以後多くの研究がな

されたにも拘らず満足すべき解答は得られていない。この点ヨ著者が本論文でとった方法はまこと

に効果的でラこの方面の研究を飛躍的に前進させた。その創意とカ量は高く評価される。また雪得

られた結果ばかりでなくラ本論文に盛り込まれた豊富な例と間題は今後の研究に多くの示唆を与え

てレ）る。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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